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 私は今回が初めての海外だったので、研修に参加する前は不安も多かったのですが、 

実際に現地で研修が始まると、とても有意義で毎日が充実していました。 

 研修先では、初日にテストを受け、次の日に全員が集まってオープニングセレモニーが行われ、

その後はクラスごとにわかれて授業を行いました。私は一番下のレベルのクラスにいたので、  

授業はほとんど英語でたまにドイツ語で説明されるといった感じでした。私のクラスは、18 人中

4 人が日本人で日本人が多い方でしたが、イタリア出身、フランス出身などヨーロッパ出身の方

やアメリカ出身の方など様々な国の方々と触れ合うことができました。また、学生の年齢層も  

幅広く、10 代から 50 代の方もいました。授業は 13 時までなので、お昼を学食で食べることも

ありました。 

 

 

 

 授業以外の自由時間の過ごし方としては、平日の午後や休日には、様々な場所へ行きました。

観光名所の中でも私のおすすめは、夜のシェーンブルン宮殿です。日中に見ても 

壮大で素晴らしいと思ったのですが、夜になるとライトアップされてとても幻想的できれいでし

た。また、滞在期間中に一回はオペラ鑑賞をすることをお勧めします。私は今までオペラを見た

ことがなかったのですが、近くで鑑賞することができてとても感動しました。また、食事はどれ

もとてもおいしく、ケーキやコーヒーも堪能しました。 

 

 

 全体を通して、想像していたよりもずっと過ごしやすい環境で様々なことを経験でき、とても

楽しかったです。ただ、ドイツ語を勉強しに行くと言っても日常的には英語を使うので、もっと

英語を勉強していけばよかったなと思っています。 


